
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

清家くん（左）岡田くん（右） 

 皆さんからお寄せいただいたプルタブの中には、アルミとわずか 

なスチール、くぎ等のゴミが混ざっているため、業者に届ける前に 

磁石を使って選別します。簡単ですが地道な作業です。 

1 月 14 日の作業には、 

選別作業初体験の方が 6 

人も来てくださいました。 

 港南中学校 2 年の清家
せ い け

康樹
こ う き

くんと岡田匡樹
ま さ き

くんは『僕たちに 

できることかどうかわからずに来ました。単調な作業だけどこの 

選別が大切なんだということを知りました。次はほかの友達も誘 

ってきます！』と心強いことを話してくれました。 

 

 愛媛県手話通訳問題研究会会長 森川美惠子氏を講師にお迎えして開催した『手話ボランティア養成講

座』には幅広い年代の受講者があり、自己紹介や簡単な日常会話の習得に挑戦しました。また、今秋 64

年ぶりに愛媛県で開催される国体で、伊予市は全国障がい者スポーツ大会の聴覚障がい者バレーボール競

技会場となっており、会場の名称や駅までの道案内などの手話も 

勉強しました。最終日には 3 名の聴覚障がいの方を講師にお迎え 

して交流を行い、受講者はこれまで勉強してきた手話をゆっくり 

思い出しながら使い、楽しみながら、そして少し苦しみ（？） 

ながらコミュニケーションをとっていました。 

 受講者からは、「初めて手話を使って会話をしたので緊張した 

けど楽しかった！」「完璧に表現できなくても、身振り手振りを 

交えるとなんとか話が相手に伝わり、手話が通じたときはとって 

も嬉しかったです！」などの声が聞かれ、手話で会話をする楽し 

さや、手話という新しい『見る言葉』を表現できるようになった 

喜びを実感していました。 

 今回開催した手話講座の受講者が中心となって自主グループを 

結成しました。 

 毎月 1 回、平日の夜に勉強会を開催していますのでお仕事帰り 

にちょっと立ち寄ってみませんか？ 

 この自主グループはどなたでも参加可能です。興味のある方、 

参加してみたい方は、お気軽に下記までお問い合わせください。 

 

★お問い合わせ 伊予市ボランティアセンター ☎982-0393 

▲聴覚障がい者と会話をする受講者 
 


